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一　「店」の民俗

（一）　商家の構造 743

伝統的商家のしきたり／「店」と「奥」

（二）　「店」の使用人 747

小僧の入店／小僧の呼び名／小僧の境遇／小僧の教育／元服／番頭／常傭と日傭／女店員

（三）　「店」のくらし 758

お仕着せ／食事／風呂当番／就寝／給金と小遣い／休日／薮入り／「奥」との関わり

（四）　「店」の仕事 764

海産物商の仕事／酒小売商の仕事／織物問屋の仕事／百貨店の仕事

（五）　「店」の行事と信仰 773

棚卸しとお帳綴じ／初荷と初売り・恵比須講／「店」の信仰

（六）　別家制度 777

別家のメリット／「中北商店」の別家制度／伝統的な経営精神の継承

二　「奥」の民俗

（一）　「奥」のくらし 781

「奥」の使用人／「奥」の生活ぶり／「奥」のつき合い／「奥」の年中行事

（二）　「奥」とお出入り 789

お出入りのタイプ／お出入りと主家／商家の婚礼とお出入り／商家の葬式とお出入り／

町衆の祭りと出入り衆／出入り制度の解体

第二節　職人と伝統工芸

一　徒弟制のしくみ 800

都市の職人／染め物屋の小僧／徒弟の生活／染色技術の修得／番頭と別家

二　染色の技術と仕事 805



黒紋付の染色／色染めと手描き友禅／型友禅／受注と仕事の季節／京都志向と名古屋らしさ

第三節　製糸と機屋

一　繊維工場の民俗 813

愛知県と繊維産業／飛騨からの糸引き奉公／製糸女工の待遇／繊維工場の民俗

二　豊橋地方の製糸工場の仕事とくらし

（一）　玉糸製糸の仕事 818

豊橋地方の製糸業／糸を引く工程／繭の仕入れ／煮繭／繰糸／繰糸の手順／糸をとる技術／

ホウキ／生糸の繰糸／成績／荷造りと検査場

（二）　製糸工場のくらし 827

工場の一日／休みと給料／年中行事と福利厚生／結婚退職

三　尾西地方の織物工場の仕事とくらし

（一）　機屋の経営 831

尾西地方の織物業／機屋の経営／前借金と年季奉公／女工の故郷と募集員

（二）　機織りの仕事 837

織りのメカニズム／毛織物の力織機／織る前の準備／機織り仕事／男女の分業／織機の調整／

検査と縞掃除／修整屋・整理屋／キズ反の責任

（三）　織物工場のくらし 844

織物工場の一日／織物工場の休みと行事／女工の給料／オセイボウ／恋愛と結婚／熟練工の確保

（四）　戦後の機屋 850

ガチャマン／織物の変化と織機の進化／雇用の変化／戦後の機織り仕事／流行と見本／

繊維産業の構造変化

第四章　都市民の楽しみと文化

第一節　金魚と菊人形

一　ジキンという金魚の飼育技術 859

愛知県天然記念物／ジキンの特徴／調色の技術／はめ合わせるという改造技術

二　菊人形の製作技術 864

高浜市の菊師と吉浜細工人形／吉浜地区の菊師の誕生／吉浜細工人形の起源／菊師の全国展開／

菊師の技術／菊人形の胴殻が基本／都市で生まれた自然鑑賞の姿

第二節　盛り場の民俗

一　大須の歴史的景観 875

寺社地と盛り場／大須観音／清寿院／大光院・七寺／万松寺・総見寺／借地化する境内／大須と遊廓

二　映画興行の町・大須 883

映画の町／映画館・劇場の経営／大須の飲食店／大須の商店街／戦後の大須

三　現在の大須 890

停滞と再生／大須大道町人祭／電気街から若者・異文化の街へ／賑わう縁日／盛り場の条件

第三節　都市の接客文化と芸妓

一　料理屋と接待９００ 900

津島の料理屋と芸妓／瀬戸の料理屋と芸妓

二　芸妓のくらし 903

名古屋芸妓と盛栄連／芸妓の修業／日本髪と着物／お座敷の準備／お座敷／線香代と置屋／

芸妓の行事／戦争と戦後の名古屋芸妓／都市の接客文化

第四節　遊蕩の文化

一　遊郭の世界 916

非日常空間としての遊郭／中村遊郭／妓楼の内部／娼妓のくらし／遊郭での遊び／遊蕩の文化／

「苦界」としての遊郭

二　「赤線」の時代 928

赤線／大曽根城東園／瀬戸新開地／匿名の世界
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